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マ
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岡
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濁
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い
て
・
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:
j
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-
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;
:
経
済
事
士
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山
秀
夫

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
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困
民
経
済
皐
の
課
題
:
:
:
経
済
畢
士
白
杉
庄
一
郎

読

苑

鹿
島
勝
駒
場
M

将
来
の
産
業
政
策
:
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臨
m

錦
蜘

新
着
外
園
経
済
雑
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要
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題
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経
済
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田
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レ

ル
地
代
論
に
閲
す
る

一
考
察

ヤ

山

亮

岡

f

y

J

/

h

H

旬

b
L
沼
士
』
師
、

J
h
M』
L
2
4・
4

ネ

ι
1
』

了

I

‘，
3
0
F
E
b
?
h
l
E
I
‘

)

〉

1
i
J
F
H
f
p一高
U
H
f
ξ
S
H
J
i
t
f
b
E
M
6
じ
主
事

1
3
戸
-

打
位
、
単
ど
氏
・
也

-
l
I
P
F
正
一
品
μ
V
4よ

代
理
論
の
完
成
者
で
あ
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
近
代
的
地
代
理
論
へ
の
先
導
者
で
あ
る
と
一
冨
は
れ
て
居
る
。

た
と
へ
ば
ジ
ユ
ム
ペ
!
タ

l
は
次
の
如
〈
述
ぺ
て
居
る
。
「
正
統
撃
波
の
理
論
争
}
保
留
す
る
た
め
に
忠
賓
に
努
力
し

な
が
ら
、
新
な
る
地
代
理
論
に
透
徹
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
最
好
例
ぞ
示
す
も
の
は
マ

1
シ
ヤ

Y
教
授
の
勢
作
で

あ
る
。
ま
づ
彼
は
正
統
皐
慌
の
理
論
を
定
式
化
し
、
さ
う
し
て
そ
の

E
営
性
を
強
調
す
る
。
だ
が
こ
の
理
論
を
一

の
自
明
の
理
に
堕
せ
し
め
る
。

7

1

U

ヤ
w
F

の
見
解
は
原
理
的
に
は
正
統
皐
仮
を
非
な
り
L
」
す
る
こ
と
な

t
、
云
は
ぱ
臓
か
に
品
型
化
す
る
、
・
:
-
正
統
率
慌
の
理
論
的
用
具
へ
の
執
着
や
、
正
統
串
探
思
想
の
修
正
並
に
擁

護
が
7
1
u
v
ヤ

Y
に
於
け
る
指
導
思
想
の
斬
新
性
を
陸
蔽
し
得
る
の
は
ひ
と
り
皮
相
的
観
察
者
に
卦
し
て
の
み
で

あ
る
こ
む
。
こ
の
小
論
文
に
於
て
私
の
意
闘
す
る
と
こ
ろ
は
、
も
と
よ
り
7

I

U
ヤ

Y
地
代
論
の
会
瞳
を
建

b
な

マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
論
に
酪
ず
る
一
一
一
考
察

第
四
擁

O 

第
四
十
三
巻

五
五
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マ

i
u
d
ヤ
ル
地
代
論
に
開
ナ
る
一
考
察

第
四
+
三
巻

第
四
銃

五
五
四

C 

〈
描
き
出
し
こ
れ
に
検
討
を
加
へ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
問
題
を

?
l
シ
ヤ
U
F

地
代
論
の
古
典
畢
涙
よ

り
一
歩
進
め
た
勅
に
限
定
し
よ
う
と
考
へ
る
。
即
ち
マ

l
ジ
ヤ

U
F

の
地
代
論
中
に
於
て
近
代
理
論
的
性
格
を
お
び

て
ゐ
る
部
分
に
限
定
す
る
。
こ
〉
に
一
般
に
地
代
理
論
に
於
て
近
代
理
論
と
は
之
を
要
約
す
れ
ば
、
古
き
地
代
理

論
は
差
額
地
代
現
象
か
ら
の
み
出
殺
し
、
地
代
を
債
格
の
結
果
と
見
る
見
方
に
と
ど
ま
り
、
従
っ
て
地
代
を
債
格

構
成
の
一
要
因

E
見
な
か
っ
た
。

こ
れ
ど
反
封
に
新
し
き
地
代
理
論
は
地
代
を
債
格
構
成
の
一
般
法
則
か
ら
説
明

}

F

・

守
ぷ
色
伎
で
汁

地
代
一
か
ニ
院
形
成
せ
ら
れ
る
や
慣
格
中
に
勝
行
す
る
こ

tme認
め
る
む

夏!

だ;
白閉
山g
l代

地
〆r，:

の
み
本
質
的
な
現
象
に
あ
ら
十
し
て
、
資
本
利
子
、
勢
銀
及
ぴ
企
業
利
得
に
於
て
も
亦
め
ら
は
れ
る
同
一
現
象
な

{
証
}

り
と
見
る
の
で
あ
る
。
新
し
き
地
代
理
論
は
地
代
の
一
般
化
の
可
能
な
る
を
確
認
し
、
地
代
と
企
業
者
所
得
、
農

業
地
代
に
あ
っ
て
は
資
本
所
得
と
の
混
同
を
承
認
す
ふ
。
従
っ
て
こ
〉
に
私
の
問
題
と
す
る
勤
は
、
↓
、
一
定
面

積
の
農
地
に
栽
培
せ
ら
れ
る
農
産
物
診
車
一
穀
物
に
限
定
せ
や

i
!
軍
一
穀
物
で
め
れ
ば
、
勿
論
地
代
は
債
格
の

構
成
要
素
に
あ
ら
A
r
i
-
-
二
種
以
上
の
農
産
物
に
つ
い
て
観
察
す
る
場
合
、

固
と
見
に
か
。
及
♂
二
、
地
代
の
一
般
化
、
利
子
、
利
潤
と
の
混
同
、
特
に
準
地
代
に
つ
き
で
の
二
結
で
あ
る
。
こ

の
中
ま
づ
第
二
の
輸
に
つ
き
考
察
し
次
に
第
一
の
勤
に
論
及
し
よ
う
。

マ
l
L
V
ヤ

Y
は
地
代
を
債
格
構
成
要

ーー

私
は
先
づ
準
地
代
と
は
何
ぞ
意
味
す
る
か
を
一
不
さ
う
。

重
で
あ
っ
口
。
却
ち
彼
は
先
づ
農
業
経
替
に
使
用
さ
る
る
資
本
の
役
割
を
研
究
し
、
そ
れ
か
ら
徐
今
に
準
地
代
の

マ
l
u
v
ヤ

Y
は
こ
の
特
異
の
概
念
設
定
に
つ
き
甚
だ
悌

Vgl. Eugen von Philippovlcl'L:; Grundriss d~;:r politischen 心konomieBd. 1 
Allgemeine Volkswirt.clI.ftgllebre. 18 Aufl. 192:;. ti. :l74 
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概
念
に
到
達
し
た
。
準
地
代
概
念
は
い
は
ぱ
最
も
地
代
に
近
害
、
土
地
改
良
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
の
所
得
に
ま
づ

見
出
き
れ
る
。
土
地
に
「
或
る
種
の
改
良
を
施
し
、
こ
の
改
良
が
全
幅
の
作
用
を
現
す
に
要
す
る
時
間
に
比
較
し

て
長
き
期
聞
を
取
扱
ふ
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
改
良
か
ら
生
や
る
縄
所
得
は
改
良
を
施
す
人
の
努
力
、
犠
牲
に
卦

し
て
支
捕
ふ
を
要
す
る
債
格
た
る
に
す
ぎ
な
い
。
〕
か
く
の
知
事
長
期
伝
と
れ
ば
改
良
の
失
費
は
直
接
に
限
界
生
産

費
に
入
っ
て
来
て
長
期
供
給
債
格
を
支
配
す
る
上
に
直
接
に
参
加
す
る
。
併
し
な
が
ら
「
短
期
間
、
印
ち
今
問
題

と
な
っ
て
居
る
種
舗
の
改
良
を
施
し
、
そ
の
杢
幅
結
果
が
現
れ
る
に
要
す
る
時
間
に
比
較
し
て
相
川
判
的
に
短
い
期

間
に
つ
い
て
言
へ
は
、
供
給
債
格
に
劃
す
る
か
〉
る
直
陵
影
響
ほ
存
在
し
な
い
こ
祥
一
一
一
一
目
す
れ
ば
、
「
か
¥
〉
る
改
良

主
文
LB
立
を
日
u
り
ド
，
古
川
吐
司

P
L
t
f
h
ι
3
A山
也
汗
芋
ρ

士
口
古
4

人、、

C
K
L
Lド
ミ

虫

丸

A
h

へ
工
ナ
ワ
f
F
D
a
H
U
:

り
九
よ
ぺ

H
Z
Y一語

't
バ
M
f
h
D
1
E
f
f
u
-
-
什
u
h
lハ1
引
叫
す

T

J
一e
q
v
t
v
bメ
J

草山町

r
j
h
t
R
4
5
J
U耳
F
A
l
fん
M

B

K

こ
〆
、
一
:
・
叫
告
ム
U
I、
t
J
4
t
ρ
k
f
u
，
叫
ん
出

p
y
-
H
H
E
f一

に
は
供
給
債
格
に
は
影
響
し
な
い
。
従
っ
て
か
、
る
短
期
を
と
り
扱
ふ
場
合
に
は
、
こ
の
所
得
は
生
産
物
の
債
格

に
依
存
す
る
準
地
代
と
見
て
い
〉
の
で
あ
る
。
」
更
に
こ
の
場
合
7

1

u

y

ヤ

Y
は
次
の
如
き
注
意
さ
へ
あ
た
へ
て
、

本
来
の
地
代
と
準
地
代
と
の
匡
別
を
一
一
層
明
確
な
ら
し
め
て
居
る
。
「
本
来
の
地
代
と
い
ふ
も
の
は
、
土
壌
の
本
源

的
性
質
を
損
じ
な
い
と
い
ふ
諒
解
の
下
に
評
定
き
れ
る
も
の
で
あ
る
、
故
に
改
良
か
ら
生
十
る
所
得
を
準
地
代
左

見
る
場
合
に
は
、
こ
の
本
源
的
性
質
は
そ
の
全
幅
の
能
率
を
維
持
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
苦
し
本
源
的

性
質
が
虫
損
さ
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
先
づ
こ
の
損
害
に
相
営
す
る
も
の
を
、
こ
の
性
質
か
ら
生
じ
た
所
得
か
ら
差

引
い
て
、
純
所
得
を
見
出
し
、
之
を
準
地
代
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
こ
の
土
地
改
良
の
場
合
に
尖
営
す
る
概
念

は
失
に
迅
速
に
生
産
し
得
ぬ
改
良
一
一
般
に
迄
演
張
せ
ら
れ
る
。
「
土
地
と
人
工
要
具
と
の
聞
に
は
相
違
劫
も
あ
る

マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
論
に
閥
ナ
る
一
考
案

第
四
披
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第
四
十
三
巻

五
五
五
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マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
論
に
闘
ナ
る
一
考
察

第
四
十
三
を

五
五
六

第
四
披

O 
四

が
類
似
鈷
も
あ
る
。
相
違
鈷
が
め
る
と
い
ふ
の
は
奮
困
の
土
地
は
ほ
ぼ
(
叉
或
る
意
味
に
於
て
絶
劃
に
)
永
久
的
確

定
不
種
量

rか
ら
で
あ
る
。
然
る
に
人
工
要
具
は
土
地
の
耽
良
で
み
ら
う
と
、
建
物
、
機
械
そ
の
他
の
改
良
で
あ
ら

う
と
、
こ
れ
ら
改
良
に
よ
っ
て
生
や
る
生
産
物
に
劃
す
る
有
効
需
要
の
費
動
に
従
て
増
減
し
得
る
流
動
量
で
あ
る
。

、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、

併
し
他
面
に
類
似
鞘
も
あ
る
。
印
ち
こ
れ
『
改
良
中
に
は
迅
速
に
生
産
し
特
な
か
っ
行
も
の
も
あ
る
か
ら
、
こ
の

何

本

部
分
は
・
貰
際
上
短
期
に
つ
レ
て
は
確
定
不
種
目
一
豆
で
あ
る
。
」
従
っ
て
期
間
営
如
何
に
短
〈
と
る
か
に
膿
じ
て
或
る
時

l立

の
改
良
引
叩
型
地
に
生
産
J

得
冶
も
の
と
は
っ
、

r・E
i
F
K
L一
庭
山
主
査
し
日
一
川
口
・
も
り
と

317t

E
-
E
6
4
正
じ
舟
山
ト
沼

i
f
-
-
a
y

そ
の
闘
の

闘
係
は
非
常
に
流
動
的
と
い
へ
る
c

そ
し
て
一
言
ふ
迄
も
な
く
短
期
間
に
は
「
改
良
か
ら
生
守
る
所
得
と
改
良
か
ら

生
守
る
生
産
物
の
債
値
止
の
闘
係
は
真
正
地
代
と
後
者
と
の
闘
係
と
類
似
で
あ
り
」
、
準
地
代
と
よ
ば
る
べ
き
一
の

所
得
が
得
ら
れ
る
。
最
も
接
密
な
ら
r
d

る
表
現
を
と
っ
て
、
「
白
出
資
本
或
は
流
動
資
本
或
は
資
本
新
投
下
に
つ
い

て
は
利
子
と
見
て
正
し
レ
も
の
も
、
資
本
嘗
投
下
に
つ
い
て
は
、

で
あ
あ
o
」
と
き
へ
言
ひ
切
っ
て
居
る
。

一
種
の
地
代
準
地
代
と
し
て
取
扱
ふ
方
が
適
切

か
〈
て
?

I

L

V

ヤ

Y

に
従
へ
ば
、
短
期
的
均
衡
肢
態
(
直
接
費
の
み
償
は
れ
る
を
要
す
る
)
を
把
握
す
る
問
題
に

劃
し
て
は
一
定
の
所
得
を
準
地
代
と
見
る
こ
と
は
合
目
的
的
で
あ
り
得
る
け
れ

E
d
b
、
こ
の
同
じ
所
得
は
長
期
に

は
他
の
も
の
と
し
て
あ
ら
は
れ
得
る
し
、
他
の
名
稽
を
ふ
し
得
る
。
人
も
し
準
地
代
概
念
堂
認
め
る
こ
と
が
、

代
と
利
子
と
の
相
違
を
抹
殺
す
る
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
明
に

?
l
シ

ヤ

u
y
e
e

誤
解
し
て
居
る
の
で
あ

る
。
私
は
オ
ピ
!
と
共
に
次
の
如
く
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
準
地
代
は
地
代
と
利
子
と
の
類
似
と
相
違
の
結
A
口の t也

5) ibid. P・43.I-g3'"邦 17J叫頁
令(注意) この期面kt親善幸のm問で・~~る Vgl.， Schumpeter， D日 Rentenprjnzipin 
der:' v erteiíú~ngsleh;e-，- S~.h ~~ller臼 Jahrbuch 19"7' U"ft "， S. 186. 
ibid. P・412・邦.145頁
Redvers Opie; Die Qr旧日開ntein Mnrshalls Leh.rgeba山1e，Archiv fur Sozi.l-
wi，oenschaft u. Sozi.lp. Bd. 6旧.Heft 2. S. 259 
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子
供
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
類
似
と
相
違
と
は
た
だ
そ
れ
に
所
得
が
関
係
す
る
と
こ
ろ
の
時
の
長
き
を
顧
慮
し
で

の
み
明
確
に
認
識
せ
ら
れ
る
。
純
粋
の
利
子
も
純
粋
の
地
代
も
共
に
極
限
概
念
で
あ
り
供
給
へ
の
遁
臆
能
力
に
依

存
す
る
、
印
ち
無
制
限
の
趨
膳
能
力
は
一
の
限
界
の
場
合
で
あ
り
、
利
子
の
殺
生
を
意
味
し
、
絶
卦
的
に
あ
た
へ

ら
れ
た
数
量
は
他
の
限
界
の
場
合
で
あ
り
、
地
代
の
後
生
を
意
味
す
る
」
。
従
っ
て
生
産
せ
ら
れ
た
生
産
手
段
か
ら

生
や
'
4
0
所
の
所
得
は

7
1
シ
ヤ
U
F

に
よ
り
一
の
準
地
代
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
私
は

7
l
u
v
ヤ
Y
の
準
地
代
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
セ
、
彼
自
身
の
銑
述
を
一

b
引
用
す
る
こ
と

に
よ
り
説
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
準
地
代
概
念
を
各
構
成
要
素
に
分
解
す
る
こ
と
仁
よ
り
、
検
討
し
て
行
き

噂

}

、

0

7
L
 
ず

l
y
v
v
hワ
佐
「
血
巳
先
、
j
t
4
1
1、
に
貝
柱
戸

Lbl口、

一

一

f

f

u
す↑

ιよ
P
令
・
制
制
川
〆
パ
}
U
M
斗

J
p
b
マA
4
申

込

オ

』

じ

川
可
申
匹
』

L
加
フ
¥
宮
内
'
H
-
k
m
t正
礼
子
ua
戸
」
ム
り

zuo

Fト
γ
h
u
F

，u
n
-
-
i
〆

J
人

目

I
1
z
A
b
1

〆
A
E

〈

J，ド

(ま

マ
ー
ジ
ヤ

Y
は
総
掛
串
に
於
る
重
要
な
る
理
論
的
要
具
と
し
て
多
〈
の
批
剣
に
も
拘
は
ら
や
捨
て
去
る
こ
と
を
育

て
し
な
か
っ
た
と
い
ん
o

そ
れ
は
経
済
肇
上
最
も
困
難
な
り
と
栴
せ
ら
れ
る
時
の
要
素
の
分
析
と
結
ぼ
れ
て
居
る

故
に
甚
だ
重
要
な
る
概
念
で
あ
る
と
共
に
未
成
熟
で
あ
る
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
の
概
念
中
に
合
ま
れ
る

色
の
を
算
へ
あ
げ
る
な
ら
ば
、
時
間
、
直
接
賓
と
間
接
費
、
需
給
の
不
整
会
、
所
謂
債
格
決
定
の
鉄
に
於
る
需
要

の
来
、
供
給
の
匁
の
十
日
き
考
へ
方
、
一
見
に
正
常
債
格
、
長
期
一
平
均
債
格
、
代
表
企
業
、
鈴
剰
な
ど
の
極
構
皐
上
重
要

な
る
概
念
を
そ
の
中
に
見
出
す
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
等
は
皆
マ

I
シ
ヤ

Y
の
経
済
摩
瞳
系
の
有
機
的
一
暗
主

し
て
密
接
に
相
互
聯
関
し
て
居
っ
て
そ
の
一
冷
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
多

t
の
重
複
を
も
に
ら
す
こ
と
と
な
る

で
ゐ
ら
う
。
従
つ
で
こ
〉
で
は
主
と
し
て
需
給
の
不
整
合
と
準
地
代
に
つ
い
て
問
題
と
し
よ
う
。
そ
の
前
に
一
言

マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
論
に
闘
す
る
一
考
察

五
五
七

一(
υ
T
1

日
出
凶
十
三
谷

第
四
披

E. C3.nnan; Theories of Production ~Lnd Ilistriblltion p. 400 
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8) 
9) 



マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
論
に
閥
ナ
る
一
考
察

第
四
十
三
巻

五
五
八

第
四
披

C 
ノ、

の
ぺ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、

7
1
ジ
ヤ

Y

に
よ
れ
ば
明
に
地
代
ほ
一
の
錯
剰
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
て
居
る
故
に
、

ぞ
れ
と
性
質
を
同
じ
〈
す
る
準
地
代
も
一
の
録
制
と
見
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
い
ふ
見
解
に
つ
い
て
で
あ

る
。
成
程
マ

I
シ
ヤ

Y
は
言
ふ
、
短
期
を
と
れ
ば
、
設
備
か
ら
の
牧
入
は
「
杢
部
牧
入
が
直
接
費
含
超
過
す
る
徐

剰
で
あ
る
し
o
h
o

而
し
て
短
期
間
に
つ
い
て
の
直
接
費
は
次
の
如
〈
定
義
せ
ら
れ
て
居
る
、
印
ち
、
「
直
接
費
は
た

だ
、
原
料
、

J努

働
tり、

』受信:
j刊II)業
L.一施

で設
ゐ i宵
り耗
、if:l

~

L
一¥いま

は -....1

含該
ま ゴ恰
れ業
ぬ12)の
(1 :;:~之

ゴ;(

云j.:

5Ei 
狩I

41E 
T 
Jてト

(
作
業
の
徐
力
あ
る
管
業
施
設
を
少
し

t
多
〈
用
ふ
る
場
合
に
直
接
即
座

'
乃
ナ
J

妾
史
司
F

工、

L

〆
L
U
u
t
+イ
』
ニ
巧

J
E
1
5
J
p
t
'
v

f主
vわ
;5 

(1) 

れ
て
居
る
耐
久
的
営
業
施
設
の
た
め
の
経
常
費
及
び
上
級
唐
人
の
俸
給
」

か
下
る
場
合
、

生
や
る

飴
剰
が
異
の
「
飴
剰
」
で
あ
る
か
は
問
題
で
あ
ら
う
が
、
短
期
間
を
と
れ
ば
「
飴
剰
」
を
見
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
、
併

し
な
が
ら
一
般
に
短
期
間
に
於
る
生
産
手
段
の
不
可
増
性
は
結
局
稀
少
性
要
因
を
し
て
差
額
的
要
因
に
優
越
せ
し

め
る
か
ら
、
準
地
代
の
地
代
的
性
質
は
差
額
地
代
と
し
て
の
徐
剃
よ
り
も
稀
少
佐
地
代
に
よ
り
近
い
も
の
で
あ

る
。
印
ち
何
故
に
設
備
か
ら
の
所
得
が
短
期
を
と
れ
ば
準
地
代
左
越
べ
ら
れ
る
か
の
主
要
な
る
珂
由
は
供
給
が
需

要
に
充
分
趨
鷹
す
る
だ
け
の
時
聞
が
な
い
と
い
ふ
こ
左
で
あ
る
。
「
一
方
に
設
備
の
供
拾
が
過
少
な
場
合
に
は
こ
れ

ら
設
備
を
著
し
く
増
加
す
る
だ
け
の
時
聞
い
か
な
い
。
他
方
に
設
備
の
供
給
が
過
多
な
場
合
に
は
こ
の
設
備
の
一
部

こ
れ
ら
の
設
備
か
ら
生
十
る
特
定
所
得
の
費
動
は
営
座
は
そ
の
供

給
を
左
右
す
る
こ
と
な
〈
、
そ
の
設
備
仁
よ
っ
て
生
産
す
る
貨
物
の
債
格
を
直
接
に
左
右
す
る
こ
と
も
な
い
」
o
こ

は
不
完
全
に
使
用
き
れ
ゴ
る
を
得
な
い
。

〉
で
マ

l
h
y
ヤ

y
，
か
短
期
間
の
需
要
と
供
給
と
の
不
整
会
に
あ
た
へ
る
重
大
な
る
意
義
令
官
山
れ
で
は
な
ら
な
い
。

M町 :'.halljibid. p・377 書Il.93貰
ibid. pp・374-5邦 90頁
ibid. p. 360 書11.68頁
Vgl. Opie. a. a. O. S. 261 
Marshall; ibid. pp. 37ι7 邦 92-93頁
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短
期
聞
を
特
徴
づ
け
る
所
の
不
安
定
な
る
動
揺
は
恐
ら
〈
長
期
間
に
は
消
滅
す
る
と
期
待
さ
れ
得
る
し
、
貧
際
叉

き
う
で
あ
る
。
長
期
間
に
は
供
給
は
需
要
に
自
ら
適
熔
せ
し
め
ら
れ
る
。
「
物
的
管
業
施
設
を
備
へ
企
業
の
組
織
を

立
て
替
業
知
識
、
専
門
能
力
を
得
る
等
糟
て
資
本
と
努
力
と
の
投
下
は
、
之
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
を
期
す
る
所
得

に
遁
臆
す
る
行
け
の
時
聞
を
持
っ
て
居
る
の
故
に
こ
れ
ら
所
得
の
評
定
は
直
接
に
供
給
を
支
配
す
る
。
所
産
の
貨

物
の
真
正
長
期
正
常
供
給
債
格
た
る
も
の
は
卸
ち
こ
の
評
定
で
あ
る
」
。
併
し
こ
れ
に
封
し
て
「
問
題
の
期
聞
が
長

t
な
れ
ば
な
る
程
、
補
正
は
絶
望
で
は
な
い
か
」
と
の
疑
問
を
持
つ
人
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
オ
ク

Y
ピ
l
は
明

か
に
こ
冶
に
矛
盾
を
見
出

A
V
彼
は
マ

l
u
y
ヤ

Y
の
次
の
命
題
J

自
由
資
本
或
は
流
動
資
本
或
は
資
本
新
投
下
に

づ
い
て
は
利
子
と
は
で
正
し
い
品
の
色
、
資
本
欝
枚
下
に
(
つ
い
て
は
ニ
磁
の
一
地
代
準
地
代
』
し
て
収
阪
ふ
方

0
3
 

が
趨
切
で
あ
る
」
。
を
鶴
察
せ
る
期
聞
の
長
一
況
を
忘
れ
て
、
短
期
間
は
長
期
間
よ
り
動
絡
が
少
い
故
換
言
す
れ
ば
長

期
は
短
期
よ
り
不
整
合
多
き
故

l
明
に
投
下
せ
ら
れ
た
資
本
の
働
〈
期
間
の
み
が
問
題
と
せ
ら
れ
る
|
|
長
期

に
こ
そ
準
地
代
が
生
や
る
と
解
す
る
。
従
っ
て
オ
ヂ

Y
ピ
ー
に
は
短
期
に
も
長
期
に
も
共
に
そ
の
需
給
の
不
整
合

の
故
に
準
地
代
を
殺
生
し
一
一

ω矛
盾
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
観
察
期
間
の
長
短
を
考
慮
に
入
れ
る

な
ら
ば
、
た
ム
」
へ
は
改
良
に
投
下
せ
ら
れ
た
資
本
の
働
く
期
間
(
長
期
)
よ
り
よ
り
長
き
観
察
期
聞
を
と
る
な
ら
ば

そ
こ
に
は
不
整
会
は
消
滅
す
る
で
あ
ら
う
。
観
察
期
間
砂
-
短
期
に
と
る
場
合
に
の
み
準
地
代
概
念
は
委
を
現
は
す

の
で
あ
る
。
か
く
考
へ
る
場
合

7
1
シ
ヤ

Y
の
失
の
命
題
を
矛
盾
な

t
理
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
「
若
し
生
産
者

が
ぞ
の
資
力
ぞ
材
料
又
は
勢
働
に
投
下
し
、
之
を
直
ち
に
何
等
か
の
生
産
物
に
瞳
現
し
て
責
り
得
る
と
す
れ
ば
之

7

1

V

ヤ
ル
地
代
論
に
臆
す
る
一
考
察

策
四
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7
1
シ
十
ル
地
代
論
に
脇
す
る
一
考
察

第
四
銃

五
六

O

第
四
十
一
一
一
巻

C 
i¥. 

を
貰
っ
て
そ
の
流
動
資
本
を
補
充
す
る
」
。
そ
し
て
「
利
子
、
利
潤
と
い
ふ
言
葉
は
流
動
資
本
に
は
直
接
に
用
ひ
得

る」
o

併
し
長
期
を
と
れ
ば
、
供
給
左
需
要
は
そ
れ
程
う
ま
く
趨
合
し
得
争
、
「
若
し
被
が
資
カ
セ
土
地
或
は
耐
久

的
な
建
物
又
は
機
械
に
投
下
す
れ
ば
、
そ
の
投
下
か
ら
得
る
牧
穫
は
彼
の
期
待
に
背
く
か
も
知
れ
ぬ
。
こ
の
牧
穫

は
彼
の
生
産
物
の
市
場
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
市
場
は
機
械
の
生
命
の
あ
る
聞
に
も
主
と
し
て

新
後
明
、
流
行
の
麗
遜
そ
の
他
の
た
め
ド
性
質
を
か
へ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
土
地
の
生
命
は
永
遠
で
あ
忍
か
ら
土
地

は
つ
い
七
は
一
一
一
日
p
h

お
も
な
い
い
こ
〉
F
は
も
は
や
利
子
及
川
利
潤
は
一
一
品
川
げ
符
な
い
、
-

』

古

川

K
J
h
ι

卜、

"
h
H
M
ト
、
相
)
、

f
i
J
i
・4「
品
川
，

T
1〈
む
町
，
噌
a
p
i
γ

〆

p
u
・

て
の
み
語
り
得
る
。
こ
〉
で
も
明
瞭
に
観
察
の
期
聞
を
前
提

k
し
て
の
み
準
地
代
の
殺
生
が
決
定
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
殊
に

7
l
u
ヤ
M
F

の
生
産
期
間
の
長
短
の
測
定
は
、
年
、
月
、
日
な
ど
の
標
準
を
用
ひ
中
、

に
均
衡
獄
態
の
成
立
に
作
用
す
る
経
済
的
力
の
数
土
永
績
性
に
よ
り
評
定
せ
ら
品
、
従
っ
て
こ
の
粧
糟
的
意
味
に

一
の
期
間
内

於
る
闘
闘
を
と
れ
ば
、
短
期

E
は
そ
の
中
で
、
え
ら
ば
れ
た
る
薮
の
原
因
の
み
が
作
用
し
、
完
杢
に
働
き
つ
く
す

と
い
ふ
慣
定
ep
長
け
得
る
期
間
換
言
す
れ
ば
7

1

L

Y

ヤ

y
，
か
「
他
の
保
件
を
一
定
と
す
れ
」
ば
な
る
限
定
を
許
す
期

聞
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
故
に
、
資
本
の
働
〈
期
間
に
つ
い
て
い
へ
ば
準
地
代
と
闘
係
の
存
す
る
の
は
か
し
ろ
長
期

と
い
へ
る
の
で
あ
る
。
「
自
由
資
本
が
特
定
物
に
投
下
せ
ら
れ
た
上
は
、
こ
の
物
の
貨
幣
債
値
は
こ
の
物
か
ら
生
や

る
純
所
得
を
資
本
化
し
な
け
れ
ば
確
如
し
符
な
い
。
従
っ
て
こ
の
純
所
得
を
支
配
す
る
諸
原
因
は
地
代
を
支
配
す

る
諸
原
因
に
多
少
と
も
近
い
の
で
あ
る
」
o
な
る
命
題
は
か
〉
る
考
へ
方
を
裏
書
す
る
色
の
で
あ
ら
う
。

間
石
の
設
例
に
よ
る
不
整
会
の
場
合
に
も
観
察
期
間
の
長
短
な
し
に
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

の
極
1¥艮
の
場
合引f。

19) ibid. P・4II.邦.144頁
却 Opie~ 3.. 3.. O. S. 258. ，.gl; Mac~h~ll; Principle~; ， 1 Au日 s.498 
2') Marshall; ibid. p. 416，邦.'5"頁



石
一
か
永
持
ち
し
て
線
供
給
量
が
固
定
し
て
居
れ
ば
、
生
A
V

る
も
の
は
真
正
地
代
で
あ
る
が
、
「
一
旦
彼
が
石
を
買
っ

た
以
上
は
、
生
産
過
密
の
典
型
化
叉
は
こ
の
石
を
以
て
作
る
物
に
卦
す
る
需
要
の
麓
化
に
よ
っ
て
、
石
か
ら
生
や
る

所
得
は
或
は
期
待
の
二
倍
に
な
り
、
或
は
宇
ば
に
し
か
な
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
」
。
他
の
極
限
の
場
合
、
剖
ち
、
石
が

脆
く
、
新
な
石
が
容
易
に
獲
得
せ
ら
れ
得
る
か
ら
、
需
要
の
麺
化
は
そ
の
債
値
に
飴
り
影
響
し
な
い
。
石
か
ら
生

十
る
所
得
は
「
常
に
そ
の
生
産
費
に
聾
す
る
利
子
に
極
〈
接
近
す
る
の
で
み
る
」
。
中
聞
を
k
っ
て
、
石
が
相
営
永

持
ち
し
、
新
し
い
供
給
が
相
営
の
困
難
き
で
獲
得
出
来
る
な
ら
ば
、
「
一
時
石
の
費
用
に
劃
す
る
利
子
(
或
は
利
潤
)

に
幾
分
一
致
せ
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
」
、
「
蓋
し
石
を
用
び
得
る
用
途
の
逼
遁
度
と
量
p

と
が
韓
化
す
れ
ば
、
(
石
を
得
る
困

難
は
著
し
〈
勧
化
A
U
A
V

と
も
)
限
界
使
用
に
於
名

.h
の
中
学
仕
力
の
償
値
は
そ
の
結
果
著
し
く
高
ま
り
又
は
低
!
く
な

品
、
か
も
'
知
れ
ね
か
ら
で
あ
る
」

-
こ
の
債
値
め
高
下
は
需
要
の
費
動
に
よ
っ
て
生
子
る
の
で
あ
っ
て
、
石
の
費
用

の
錨
型
化
に
よ
っ
て
生
宇
る
の
で
は
な
い
が
、
若
し
そ
の
債
値
が
，
或
る
特
定
企
業
の
期
間
内
、
或
る
所
論
の
特
定
債

値
問
題
の
期
間
中
著
し
く
高
下
す
る
か
も
知
れ
ね
と
す
れ
ば
、
そ
の
論
究
に
つ
い
て
は
石
か
ら
生
宇
る
所
得
は
之

を
石
の
生
産
費
の
利
チ
と
見
る
よ
り
色
地
代
に
遅
い
と
見
る
ぺ
き
で
あ
る
」
0

結
局
不
整
合
に
つ
い
て
、

一
方
で
は
短
期
が
重
要
な
る
意
義
を
有
し
、
他
方
長
期
が
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る

と
い
ふ
も
決
し
て
矛
盾
で
な
い
の
は
、
あ
た
か
色
短
期
間
が
あ
る
意
味
、
よ
り
少
き
安
定
佐
を
一
不
す
所
の
均
衡
肢

態
伝
あ
ら
は
す
か
ぎ
り
に
於
て
、
長
期
の
事
情
よ
り
、
よ
り
多
く
動
態
的
で
あ
り
、
長
期
に
は
不
可
避
的
に
生
起

す
る
唾
動
が
こ
h

で
は
排
除
せ
ら
れ
て
居
る
か
ぎ
り
に
於
て
静
態
的
で
あ
る
と
い
っ
て
も
矛
盾
で
な
い
の
と
同
様

マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
論
に
闘
す
る
一
考
察

第
四
十
三
谷

第
四
按

C 
九

五
六

. 22) ibid. p. 418，邦.154頁
23) ibid. pp. 419-坦，邦.156頁



7
l
v
ヤ
ル
地
代
論
に
闘
す
る
一
考
察

第
四
十
二
一
答

第
四
肢

。

五
六

で
あ
る
の
r

要
す
る
に
長
期
に
は
不
整
合
の
起
る
機
舎
が
多
い
こ
と
を
示
す
に
す
ぎ
や
、
そ
こ
に
生
中
る
所
得
で
あ

る
準
地
代
は
短
期
の
も
の
で
め
る
。

以
上
私
は
マ
!
ジ
ヤ

Y
唯一a
地
代
概
念
に
ふ
〈
ま
れ
に
る
不
調
整
要
因
と
時
間
と
の
閲
係
に
つ
き
考
察
し
来
つ
七

の
で
め
る
が
、
こ
れ
と
交
錯
し
つ
〉
や
は
り
そ
の
構
成
要
因
と
し
て
、
す
べ
て
の
債
値
は
需
要
と
制
限
せ
ら
れ
に

供
給
の
相
互
作
用
よ
り
生
や
る
炉
、
b

一
成
る
債
値
は
よ
り
明
確
に
供
給
に
よ
り
、

め
る
も
の
は
よ
り
明
確
に
需
要
に

t
p
E
h
i
-
-

，

司

、

f

i

I

r

t
》

)

l

コ

よ
り
H
K
沼
田
せ

t
f
m
z
E
L
P
J
4亡
き
揮
識
か
d
E
t
l陣7

jji 
カ〉

詳f
ヰt
L 

r
r
i
J
d

目
釦
:
ヶ
、
ト

}

L

}

2

J

ヲ
九
t
m
p
b丸
、
乙
川
口

t
f
E
多
小
畳
居
午
、
C一
t
足
場
E
I
L

心

者

言
す
れ
ば
、
新
な
る
供
給
が
会
躍
中
の
大
な
る
部
分
を
占
め
忍
時
に
は
、

マ
!
シ
ヤ

Y
の
所
謂
、
「
鋲
」
の
供
給
の

mA.か
切
断
す
る
所
の
忍
で
あ
り
、
こ
〉
か
ら
生
や
る
所
得
は
そ
れ
ら
の
生
産
費
に
劃
す
る
利
子
に
甚

π接
近
す
る

で
あ
ら
う
。
他
方
物
の
生
産
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
な
ら
ば
、
換
言
す
れ
ば
、
新
供
給
が
杢
盟
中
の
僅
少
部
分
で

あ
る
な
ら
ば
、
需
要
の
翠
が
切
断
す
る
誌
に
見
え
る
。
併
し
こ
の
場
合
に
は
他
の
場
合
左
金
〈
同
様
、
か
〉
る
新

し
き
供
給
の
費
用
に
劃
す
る
利
子
に
非
常
に
接
近
す
る
で
あ
ら
う
。
費
用
と
の
あ
ら
ゆ
る
聯
闘
か
ら
債
値
が
ぬ
け

出
す
理
由
も
な
い
。
従
っ
て
こ
の
要
因
と
準
地
代
と
の
闘
係
は
密
接
で
あ
る
と
は
言
へ
ぬ
。
向
、

マ

l
u
v
ヤ

Y
の

準
地
代
に
関
聯
し
て
疑
問
に
思
は
れ
る
結
は

?
l
v
ヤ
Y
の
「
時
の
要
素
は
そ
れ
白
瞳
連
頼
的
で
あ
る
」
と
正
に

同
様
に
「
流
動
資
本
と
一
特
殊
生
産
部
門
に
沈
下
さ
れ
た
資
本
と
の
聞
に
は
決
し
て
明
確
な
る
分
界
綜
は
な
い
。

査
本
の
新
投
下
と
奮
投
下
と
の
聞
に
色
こ
の
分
界
線
は
な
い
。

E
に
度
差
を
以
て
頼
き
合
っ
て
居
る
〕
。
な
る
命
題

で
あ
る
。
資
本
の
新
投
下
と
筈
投
下
と
に
つ
い
て
分
界
線
が
な
く
互
に
度
差
を
以
て
績
き
合
っ
て
居
る
の
は
認
め

Vgl.， Opie. a. a. O. S. 256. 
Mnnh.all; ihid. P問 f.p. viii， I?・ 4'2・*r:.1. 26.頁 J:1I."4，-6U 

24) 
25) 



ら
れ
る
が
、

一
方
に
は
自
由
な
或
は
流
動
資
本

1
l自
由
に
投
下
せ
ら
れ
る
、
或
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
費
3
れ
る

1

1
他
方
に
新
し
く
と
も
、
沓
〈
と
-
色
す
べ
て
の
投
資
物
と
の
聞
に
は
、
経
済
上
重
要
な
る
相
違
が
認
め
ら
る
ペ

き
で
は
な
い
か
と
、
準
地
代
の
意
義
は
そ
こ
に
存
す
る
の
で
は
な
い
か
、
昨
日
な
さ
れ
た
投
資
は
も
は
や
自
由
費

、、

本
で
は
な
く
、
五
十
年
以
前
に
な

3
れ
た
一
の
投
資
よ
り
よ
ち
自
由
貿
本
に
近
き
度
差
を
持
つ
も
の
で
は
な
レ
と

言
へ
ぬ
で
あ
ら
う
か
。
し
か
し
こ
れ
と
て
観
察
期
閉
そ
極
度
に
短
く
す
れ
ば
理
論
上
は
マ

l
シ
ヤ
戸
の
上
の
命
題

も
一
認
め
ら
れ
ぬ
こ
と
は
な
い
。
最
後
に
附
言
し
て
置
く
ぺ
き
こ
と
は
、
準
地
代
の
費
用
に
劃
す
る
一
の
闘
係
で
あ

る
が
、
こ
の
問
題
は
常
に
困
難
を
惹
起
す

4T
マ
l
u
y
ヤ
Y
は
「
優
れ
七
純
持
率
者
L
さ
へ
も
お
も
い
っ
て
居
る
多

)
-
-
L
-
J
:
H
2
・

)

，

‘

E

l

a

-

-

(
円
以
毘
仁
川
rト
抽
出

L
t
舷
劃
を

d
「
ハ
了
叫
厄
岬
〈
m
c

日
〈
白
一
l

準
地
代
は
れ
何
日
お
俄
件
の
「
に
的
て
ら
決
し
て
費
用
の

一
部
で
は
な
い
。
併
し
将
来
に
於
て
準
地
代
ぞ
得
る
と
い
ふ
確
か
な
期
待
は
資
本
を
機
械
に
投
下
し
一
般
に
間
接

目

費
ぞ
支
出
す
る
に
必
要
な
僚
件
で
あ
る
」
o
し
か
も
か
〉
る
確
か
な
期
待
の
あ
ら
は
れ
は
、
機
械
が
新
し
い
時
に
最

色
強
力
に
作
用
す
る
.
機
械
が
古
く
な
る
に
従
っ
て
そ
の
強
さ
は
減
少
す
る
o

機
械
か
ら
得
ら
れ
る
す
べ
て
の
は

巴
め
の
所
得
は
普
通
に
は
甚
だ
必
要
な
る
利
潤
な
り
と
者
倣
さ
れ
て
居
る
の
が
事
貨
で
は
な
い
か
。
し
か
る
に
後

に
費
用
が
岡
牧
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
機
棋
が
品
問
働
い
て
居
る
な
ら
ば
、
機
械
か
ら
得
ら
れ
る
如
何
な
る
肱

λ
も
不

必
要
な
利
潤
と
者
倣
さ
れ
る
で
あ
ら
う
3

と
こ
ろ
で
マ
!
ジ
ヤ

Y
は
ぞ
の
様
に
は
考
へ
ぬ
。
「
短
期
に
つ
い
て
言
へ

ば
、
準
地
代
(
機
械
か
ら
の
所
有
)
は
不
必
要
な
利
潤
と
一
一
司
っ
て
正
し
い
」
こ
〉
に
も
一
の
疑
問
が
存
す
る
。
し
か

し
こ
の
疑
問
色
位
の
直
接
費
間
接
費
の
直
別
の
規
定
を
み
'
ど
め
る
時
単
に
現
貫
に
は
い
づ
れ
の
解
樺
が
正
し
い
か

マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
論
に
閥
ず
る
一
考
察

五
六

第
四
掠

第
四
十
三
巻

Ogilvie， ibid. p. 19 
M"rsh"Il; ibid. p. 424.邦.162-3頁
ibid. p. 424邦.16z-3f( 
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マ

l
v
+
ル
地
代
論
に
闘
す
る
一
考
察

第
四
十
三
谷

五
芦
阿

節
回
院
叫

が
問
題
で
あ
る
、
彼
の
蛭
掛
皐
睦
系
中
に
は
何
等
の
矛
盾
も
生
じ
な
い
c

一ー一

次
に
私
は
今
一
つ
の
問
題
に
移
ら
う
。

ま
づ
差
額
地
代
論
に
於
て
地
代
は
債
格
の
構
成
要
素
に
あ
ら
や
と
い
ふ
意
味
を
7
1
u
v

ヤ

Y
の
次
の
精
確
な
る

銑
匙
げ
よ
っ
て
示
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
農
業
生
産
物
の
生
産
費
は
耕
揖
に
於
て
測
ら
れ
る
。
唾
一
一
一
目
す
れ
ば

主
を
臨
時
ま
・
也
必
ザ
へ
ま
白
衣

D
ド
ι
司
凡
な
ト
、
の
戸
、

4
E
l
f
-
-
-
J
l
j
A
l
(
 

J:t¥J， 6 
f 
主伝
， 

ノ'1'0
J. 
【渉、

}珂
((ー)

i川]

於
ても

(p 

究
l土

!Jt:; 
，:，1) 

15 

層
蓋
然
性
が
多
い
の
で
あ
る
が
l
l
i地
代
を
生
h
u
土
地
に
於
て
で
あ
る
が
、
た
だ
資
本
及
び
第
働
の
み
を
正
ド
ド
償

ふ
に
過
ぎ
子
、
夫
故
に
、
地
代
に
は
何
物
を
も
貢
献
し
得
な
い
所
の
費
本
及
び
勢
働
の
使
用
に
よ
り
て
か
、
い
づ
れ

か
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
る
生
産
物
部
分
に
つ
い
て
測
ら
れ
る
。
需
要
債
格
が
正
に
償
は
ね
ば
な
ら
ぬ
生
産
費
と
は

此
の
生
産
費
b
n
」
指
す
。
若
し
之
を
償

ωな
い
な
ら
ば
、
供
給
は
減
じ
債
格
が
此
の
生
産
費
と
一
致
す
る
誼
騰
貴
す

る
で
あ
ら
う
。
夫
故
に
債
格
が
夫
れ
に
一
致
す
る
所
の
、
そ
し
て

p
カ

Y
ド
オ
が
地
代
は
共
構
成
要
素
と
し
て
現

は
れ
な
い
と
指
摘
し
た
所
の
生
産
費
と
は
此
の
生
産
費
を
一
吉
田
ふ
の
で
あ
る
」
。
こ
ヨ
に
問
題
と
す
る
の
は

P
カ

Y
ド

オ
の
地
代
は
生
産
費
に
入
り
込
ま
ぬ
と
い
っ
て
居
る
所
の
限
界
生
産
費
に
地
代
が
入
ら
ぬ
か
ど
う
か
で
あ
り
、
し

か
も
こ
の
際
絶
封
地
代
は
之
を
考
慮
の
外
に
置
く
故
、
問
題
を
明
確
に
提
出
す
れ
ば
、
「
限
界
生
産
費
に
差
額
地
代

は
絶
卦
に
入
り
得
ぬ
か
」
と
い
ふ
奇
妙
な
表
現
と
な
る
。
乙
れ
を

T
l
シ
ヤ

Y
地
代
論
に
於
て
徐
討
し
て
見
ょ
う
。

古
典
皐
振
の
人
'q
の
如
く
、
農
産
物
を
一
種
の
穀
物
の
み
に
代
表
せ
し
め
る
揚
A
口
、
こ
の
命
題
に
劃
す
る
答
は
言

Mar:':ib.al1; Economics of Indm号tryvol. 1. p. .20:2 29) 



ふ
迄
色
な
く
否
定
で
ゐ
る
。
従
う
て
問
題
は
更
に
限
定
せ
ら
れ
て
来
る
。
多
種
の
農
産
物
を
と
り
来
る
場
合
、
解

答
は
依
然
と
し
て
否
定
で
あ
ら
う
か
、

7
1
シ
ヤ
Y
自
身
に
こ
れ
を
訊
ね
る
に
先
ち
、
シ
ユ
ム
ぺ

l
タ
!
の

7
1

シ
ヤ
戸
地
代
論
の
こ
の
部
分
に
闘
す
る
解
理
は
非
常
に
興
味
が
あ
る
の
「
特
に
問
題
と
な
れ
る
耕
作
種
類
の
限
界
費

用
以
上
に
出
る
追
加
部
分
の
み
が
l

i

つ
ね
に
正
統
皐
慌
の
諸
前
提
の
下
に

i
i生
産
物
債
格
の
う
ち
に
入
り
込

ま
な
い
の
で
あ
る
が
、
追
加
部
分
は
他
種
の
耕
作
法
に
劃
し
て
は
も
と
よ
り
生
産
物
債
格
に
入
り
込
む
こ
'
と
を
明

か
に
示
し
て
居
る
。

rが
こ
れ
は
観
察
の
劃
象
を
な
す
地
所
に
他
の
用
途
に
於
て
踊
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
の
債
値

及
び
債
格
が
嘗
然
に
費
用
要
素
で
あ
り
、
貫
際
に
謹
探
せ
ら
れ
た
用
途
の
限
界
債
格
の
構
成
部
分
を
な
す
と
い
ム

以
外
に
何
を
意
味
す
る
T
あ
ら
う
か
。

E
充田町
P
R
り
陸
甲

tz
白
百
は

t
u
-
t
i
r
r
r
u
〉

:

ド

》

f
、

I
H
m
E
S
4
4
す
ま
ゐ
主
j
'
i
f
J
ぉ

d
z
f
k
f
b
l

ア
山
〕
日
目

H
'一
院
佐
げ
ノ
叫
w

t
i
f
f
-う
t
L

僚
格
は
あ
大
へ
ら
れ
に
色
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
ふ
意
味
で
あ
ら
う
か
、
か
や
う
に
考
へ
る
と
き
、
こ
れ

は
我
冷
の
見
解
に
掃
着
し
な
い
で
あ
ら
う
か
」
。
と
の
べ
る
、

シ
ユ
ム
ペ
!
タ
ー
に
よ
れ
ば
マ

1
ジ
ヤ

Y
地
代
論
は

古
典
準
探
よ
り
近
代
的
債
格
理
論
へ
の
理
想
的
な
理
論
の
毅
展
過
程
を
な
す
と
い
ふ
。

7
1
u
y
ヤ
Y
地
代
論
は
、

古
典
撃
恨
の
前
提
、
印
ち
草
一
の
代
表
穀
物
h
z
考
察
す
る
場
合
、
こ
の
皐
探
品
パ
可
決
し
て
超
え
て
居
ら
ぬ
。
併
し
こ

の
前
提
を
取
り
去
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
こ
の
理
論
の
近
代
的
性
格
が
頭
を
も
た
げ
て
居
る
と
解
す
る
、
却
も
地
代

は
多
種
の
農
産
物
を
一
の
農
地
に
競
合
せ
し
め
る
時
、
債
格
構
成
部
分
に
入
る
の
で
あ
る
、
地
代
は
結
果
と
し
て
生

ゃ
る
の
で
は
な
〈
、
他
の
生
産
費
構
成
要
素
と
全
く
同
様
に
、
買
に
そ
の
償
格
決
定
に
参
加
す
る
と
見
る
。
後
に

詳
述
す
る
如
く
、
こ
の
賄
に
闘
す
る

?
l
シ
ヤ

Y
自
身
の
答
は
否
定
の
色
彩
が
濃
く
、
こ
の
上
彼
の
分
配
論
は
ジ

マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
論
に
四
四
ナ
る
一
考
察

五
六
五

第
四
披

一

第
四
十
三
巻

理論経済事四本質と主要内容.3o8-9J'[ 30) 



T
I
V
ヤ
ル
地
代
論
に
闘
す
る
一
考
察

第
四
十
三
容

五
六
六

第
四
肱

~!1 

ユ
ム
ベ

l
タ

l
の
所
特
論
の
如
〈
交
換
原
則
に
基
〈
も
の
で
は
な
〈
、
な
し
ろ
賃
料
原
則
の
一
般
化
で
あ
る
。
夏

に
彼
は
一
般
均
衡
論
的
な
静
態
論
、
帥
ち
動
態
と
静
態
と
を
明
確
に
匝
刑
す
る
と
こ
ろ
の
ぞ
れ
に
徹
底
的
に
反
劃

す
る
。
彼
の
地
代
論
に
於
て
、
準
地
代
論
的
方
向
へ
の
竣
展
は
必
然
性
が
あ
る
が
、
地
代
の
債
格
論
的
把
握
に
は

甚
ピ
遣
い
。
さ
て
了
l

u
ヤ
w
y
自
身
の
地
ぶ
る
と
こ
ろ
を
き
か
う
。
「
土
地
を
燕
婆
栽
培
以
外
の
周
に
供
せ
ん
と
す

る
需
要
が
増
加
す
れ
ば
、
え
は
そ
の
附
託
の
拙
て
の
生
地
の
収
盆
償
値
の
騰
貴
と
な
っ
て
現
れ
、
探
察
栽
培
の
に

め
に
世
間
る
士
地
は
蹴
少
す
名
。

ぞ
の
結
央
政t
り
の
燕
察
知
か
ら
一
階
の
北
…
茶
牧
粧
を
枇
め
る
の
が
有
利
と
な

h
、

従
っ
て
燕
婆
の
限
界
失
費
と
債
格
と
が
高
ま
る
。
通
常
人
は
こ
の
事
貨
を
目
撃
し
て
ゐ
る
か
ら
、
地
代
は
燕
姿
の

領
格
に
入
ら
ぬ
と
い
ふ
占
い
一
一
一
一
口
葉
ぞ
聞
い
て
心
穣
か
で
な
い
。
地
代
の
騰
貴
と
い
ふ
こ
と
が
仲
介
に
な
っ
て
、

ッ
プ
そ
の
他
の
生
産
物
に
用
ひ
得
る
土
地
の
稀
少
怯
の
増
大
が
紋
の
念
頭
に
拝
ん
で
来
る
。
通
常
人
を
し
て
無
理

に
こ
れ
ら
の
僚
件
襲
化
の
徴
候
の
背
後
に
徹
し
て
真
に
働

t
原
因
を
察
せ
し
め
ん
と
す
る
は
無
益
で
あ
る
。
従
つ

て
土
地
地
代
は
燕
浦
安
の
債
格
仁
入
ら
ぬ
と
言
ふ
は
不
便
で
あ
る
。
併
し
土
地
地
代
が
燕
察
の
債
格
に
入
る
と
い
ふ

こ
と
は
不
便
以
上
に
惑
い
誤
り
で
あ
る
」
。
更
に
ジ
エ
ボ
ン
月
の
問
「
若
し
牧
場
と
し
て
一
エ
ー
カ
ー
営
り
二
礁
の

地
代
を
生
じ
て
来
に
土
地
を
耕
し
て
小
委
を
作
つ
七
と
す
れ
ば
、
小
委
の
生
産
失
費
に
劃
し
て
一
エ
ー
カ
ー
信
り

二
時
を
借
方
に
記
入
し
て
は
な
ら
ぬ
か
」
に
劃
し
マ

l
u
ヤ

Y

の
答
は
否
定
で
あ
る
。
蓋
し
こ
の
二
勝

E
い
ふ
特

定
金
高
と
、
辛
う
じ
て
耽
文
償
ふ
に
す
ぎ
ぬ
小
委
の
生
産
失
費
と
の
聞
に
は
何
の
闘
係
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
比
百

は
か
う
で
あ
る
。
「
甲
の
貨
物
の
生
産
に
用
ひ
得
る
土
地
が
乙
の
貨
物
に
用
ひ
ら
れ
町
、
ぱ
、
そ
の
結
果
甲
の
生
産
地 オミ
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域
は
縮
少
し
て
甲
の
債
格
は
騰
貴
す
る
。
乙
の
債
格
は
、
乙
の
一
部
卸
ち
辛
う
じ
て
耽
支
償
ふ
に
す
ぎ
ぬ
部
分
印

も
失
費
有
利
の
限
界
で
生
産
さ
れ
る
部
分
の
生
産
失
費
(
賃
銀
、
利
潤
)
で
あ
ら
う
。
何
等
か
の
特
定
論
究
の
た
め

に
は
、
そ
の
土
地
の
生
産
失
費
の
全
部
を
綿
括
し
て
之
を
生
産
貨
物
の
会
瞳
に
割
付
け
る
場
合
も
め
る
。
こ
の
場

人
口
に
算
入
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
地
代
は
、
偲
り
に
甲
の
貨
物
の
生
産
に
用
ひ
た
ら
ば
そ
の
土
地
が
支
排
ふ
で
め
ら
う
地

乙
の
生
産
に
用
ふ
る
と
き
に
現
に
そ
の
土
地
炉
支
抑
ふ
地
代
で
あ
る
。
」
か
く

7
1
シ
ヤ

Y
か
ら

代
で
は
な
く
て
、

借
り
家
れ
る
長
き
引
用
は
明
確
に
否
定
的
答
へ
し
か
あ
だ
へ
ぬ
。
賃
際
地
主
左
企
業
者
を
明
確
に
分
っ
て
考
へ
て

見
れ
ぽ
一
定
士
地
面
障
上
に
小
察
、

ホ
ザ
プ
の
二
農
産
物
が
栽
培
せ
ら
れ
得
る
場
合
、
今
ホ
ッ

.y
伝
作
る
な
ら
ば

一
1
J
J
k
y
γ

う
血
℃
r

向
日
?
っ
l
?
と
町
田
、
年
ナ
一
ド
1
1
U

子、

町
「
L

Z

L

4

よ

d
l
J
l
p
r
'
1
l
、Z
J
に
い
九

'
t
バ
け
一
ノ
エ
包
ψ
l
p
c
E
v
j
i
I

!
"
1ノ.、、，
J
F
U
Z

〆

f
ト
久
、

z
u
F
:

』
三
ろ
L
)
J
F
r
z
亡、
2

相

良

平

」

F
d

ご

U
L
rに
d

ニ

l
p
K
4
型
企
生
局
安
心
室
h
n
r
c
E
持
品

要
素
で
あ
ら
う
か
。
し
か
し
決
し
て
か
〉
る
問
を
殺
し
で
は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
今
迄
ホ
ッ
プ
を
作
っ
て

一
0
ポ
ン
ド
の
地
代
を
得
て
居
る
土
地
に
漫
然
と
小
委
を
栽
培
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
必

や
小
委
へ
の
需
要
が
増
大
し
て
今
迄
ホ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
に
よ
り
一

0
ポ
ン
ド
の
地
代
を
獲
得
し
て
居
た
土
地
に

迄
演
張
せ
ら
れ
る
こ
左
が
前
提
せ
ら
れ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
帥
ち
需
要
の
増
大
は
債
格
を
一
定
量
だ
け
先
づ
騰
貴

せ
し
め
て
居
る
、
そ
の
後
他
の
農
産
物
種
類
栽
培
地
域
へ
と
蹟
張
せ
ら
れ
る
。
債
格
が
騰
貴
し
て
、
こ
〉
に
競
張

の
契
機
が
殺
生
し
、
は
じ
め
て
他
の
農
産
物
と
の
交
代
が
な
さ
れ
る
。
か
〈
横
張
せ
ら
れ
に
土
地
に
於
て
限
界
生

産
費
が
決
定
せ
ら
れ
る
と
考
へ
で
は
な
ら
な
い
。
こ
の
新
な
る
小
委
栽
培
地
に
差
額
地
代
一

0
ポ
ン
ド
が
生
や
る

程
度
迄
生
産
費
が
元
の
一
生
産
地
に
於
て
騰
貴
し
て
は
じ
め
て
、
こ
う
に
生
産
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
限
界

マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
諭
に
闘
す
る
一
考
察

第
凶
披

一一五
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巻
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マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
論
に
胸
ず
る
一
考
察

第
四
十
三
巻

一占
ノ、

第
四
披

五
六
八

生
産
費
は
新
し
き
生
産
地
域
に
於
て
新
に
加
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
地
代
1
1
i
一
0
ポ
ン
ド
の
地
代
と
、
こ
の
土
地

と
同
等
の
土
地
に
於
て
も
左
の
未
だ
増
大
せ
ぬ
需
要
の
下
に
小
委
を
作
っ
た
場
合
に
生
じ
七
所
の
地
代
と
の
差
額

ー
ー
ー
を
元
の
限
界
生
産
費
に
加
算
し
た
も
の
に
等
し
い
、
そ
の
後
生
に
つ
い
て
は
奮
生
産
地
の
限
界
充
用
分
に
よ

り
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
つ
で
依
然
と
し
て
地
代
は
生
産
費
に
入
り
込
ま
ぬ
と
い
っ
て
正
し
い
で
あ
ら
う

言
ふ
迄
も
な
〈
こ
の
場
合
組
封
地
代
は
考
慮
外
に
置
か
れ
る
。

回l

以
上
私
は
7
l
u
y

ヤ

Y
の
地
代
理
論
を
近
代
地
代
理
論
へ
の
過
渡
的
形
態
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
概
念
に
立
っ

て
そ
の
本
質
並
び
に
意
義
を
究
明
し
に
。
私
の
見
得
た
所
で
は
、
シ
ユ
ム
ぺ

l
タ
!
の
確
言
に
も
拘
は
ら
や
、
彼

の
地
代
理
論
の
異
買
の
姿
は
そ
れ
ほ
ど
近
代
理
論
に
於
る
最
重
要
な
る
性
質
を
具
備
す
る
も
の
と
い
へ
ぬ
、
彼
に

於
て
は
土
地
の
特
殊
性
を
保
持
せ
ん
と
の
考
へ
は
非
常
に
深
〈
、
そ
の
と
く
と
こ
ろ
の
準
地
代
概
念
に
於
で
は
な

し
ろ
、
土
地
以
外
の
も
の
を
も
、
そ
れ
の
も
て
る
土
地
類
似
の
性
質
に
も
と
づ
き
、
そ
れ
よ
り
得
ら
れ
る
所
得
を

地
代
と
呼
ば
ん
と
試
み
る
も
の
で
あ
り
、
準
地
代
も
地
代
と
同
様
債
格
の
構
成
要
素
を
な
き
ぬ
と
い
ふ
。
近
代
地

代
理
論
の
特
質
を
、
特
に
狭
義
に
、
土
地
が
、
勢
働
、
資
本
と
経
済
上
本
質
的
同
一
物
と
し
て
把
握
し
、
勢
働
の

経
梼
的
性
質
は
そ
の
ま
〉
土
地
の
経
稗
的
性
質
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
み
な
同
一
の
交
換
原
則
に
よ
り
一
貫
し
て
説

明
せ
ら
れ
得
る
鞘
に
求
め
る
時
、
我
冷
の

7
1
u
v
ヤ

Y
地
代
論
に
見
出
す
の
s

は
古
典
摩
慌
の
軌
道
上
を
静
に
し
か

も
巌
然
と
し
て
動
く
姿
で
あ
る
む
我
冷
は
マ

1
シ
ヤ

Y
に
於
り
る
「
指
導
思
想
の
斬
新
性
」
を
承
認
し
つ
〉
、
彼

の
堅
賃
な
る
歩
み
に
よ
り
大
な
る
皐
的
興
味
を
持
た
ぎ
る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
。
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